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９
月
定
例
会
で
は
、一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
決
算
の
認
定
議
案
14
件
と
第
72
号
議
案
・
第
73
号

議
案
が
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、９
月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

歳入総額　674.3億円

60.3％
39.7％

使用料など
48.6億円
7.2%

交付金・譲与税
52.0億円
7.7%

諸収入
30.8億円
4.6%

繰入金
30.8億円
4.6%

地方交付税
54.0億円
8.0%

地方交付税
54.0億円
8.0%

国・県支出金
130.4億円
19.3%

市債
31.7億円
4.7%

歳入

一般会計の決算額一般会計の決算額

自
主
財
源

依
存
財
源

市税
296.0億円
43.9%

市民税、固定資産税など市民の
皆さんから納められる税金

国・県からの
補助金など

行政格差をなくす
ため国が交付する
お金

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
総
括
質
疑

決
算
認
識
を
問
う

決
算
特
別
委
員
会

【
問
】
市
政
全
般
に
お
け

る
決
算
の
認
識
は
。

【
答
】
山
脇
前
市
長
が
実

施
し
た
４
Ｓ
の
ま
ち
づ
く

り
の
総
仕
上
げ
を
行
う
と

と
も
に
、
懸
案
と
な
っ
て

い
た
豊
川
市
開
発
ビ
ル
の

清
算
な
ど
喫
緊
の
課
題
に

取
り
組
ん
だ
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
プ

リ
オ
ビ
ル
の
取
得
と
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
、

保
育
園
の
老
朽
化
等
危
険

遊
具
の
改
修
や
全
保
育
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

決
算
額
は
過
去
最
大
と

な
っ
た
が
、
市
民
が
必
要

か
つ
重
要
と
考
え
る
課
題

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

目
指
す
施
策
の
土
台
づ
く

り
を
行
っ
た
。

【
問
】
市
債
残
高
及
び
公

債
費
の
動
向
と
効
果
は
。

【
答
】
一
般
会
計
の
市
債

残
高
は
、
元
年
度
末
で

412
億
５
千
万
円
、
対
前
年

度
で
17
億
３
千
万
円
減
少

し
た
。
公
債
費
も
年
々
減

少
し
、
増
加
傾
向
に
あ
る

義
務
的
経
費
の
中
で
大
き

な
減
額
効
果
を
あ
げ
て
い

る
。

令和元年度決算

会計決算を認定会計決算を認定会計決算を認定

４Ｓのまちづくり
Smile（笑顔）「子育てするなら豊川市」といわれるまち	 Safety（安心）安全安心で活気あふれるまち
Soft（やさしさ）人にやさしく健康で自然と共生したまち	 Simple（わかりやすさ）わかりやすく、無駄のない行政



歳出総額　639.3億円

教育費
58.7億円
9.2%

公債費
50.5億円
7.9%

民生費
263.4億円
41.2%

総務費
80.7億円
12.6%

総務費
80.7億円
12.6%

商工費
17.6億円
2.8%

土木費
37.1億円
5.8%

土木費
37.1億円
5.8%

消防費
31.9億円
5.0%

消防費
31.9億円
5.0%

その他
11.4億円
1.8%

諸支出金
36.1億円
5.6%

歳出

衛生費
51.9億円
8.1%

一般会計の決算額一般会計の決算額

商工業や観光の振興など

道路や橋、公園の整備など

市が借りたお金の返済

市民病院の経営をよくする
ための支払いなど

消防や災害対策など

勤労者支援、農業振興、
災害復旧など

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉など

給与、選挙、交通安全対策、
防犯対策、文化振興など

保健衛生、環境対策、ごみ処理など

教育環境の整備、
生涯学習など
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令和元年度決算

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
と
い
う
緊

急
事
態
へ
の
対
策
を
行
う

た
め
、
必
要
な
財
源
確
保

が
で
き
る
よ
う
財
政
運
営

に
取
り
組
む
。

【
問
】
普
通
建
設
事
業
の

状
況
は
。

【
答
】
決
算
額
は
91
億
９

千
809
万
６
千
円
で
、
対
前

年
度
15
億
４
千
879
万
５
千

円
、
20.2
％
の
増
と
な
っ
た
。

　

主
な
増
要
因
は
、
プ
リ

オ
ビ
ル
取
得
に
係
る
普
通

財
産
取
得
事
業
、
防
災
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
、大
木
・

一
宮
西
部
保
育
園
統
合
事

業
な
ど
。

　

大
型
事
業
が
あ
り
、
大

き
く
増
加
し
て
い
る
が
、

財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
、

市
債
の
増
加
は
２
億
４
千

万
円
ほ
ど
に
と
ど
め
て
お

り
、
将
来
負
担
に
も
配
慮

す
る
な
か
で
増
加
に
対
応

し
て
い
る
。

【
問
】
国
の
消
費
税
増
税

対
策
の
決
算
状
況
は
。

【
答
】
地
域
の
消
費
喚
起

を
目
的
に
実
施
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
に
つ
い
て
、
国
庫
支
出

金
を
財
源
に
、
当
初
予
算

に
人
件
費（
時
間
外
手
当
）

も
含
め
８
億
７
千
万
円
の

事
業
費
で
計
上
し
た
。

　

低
所
得
者
と
子
育
て
世

帯
向
け
で
あ
っ
た
が
、
低

所
得
者
向
け
の
購
入
実
績

が
少
な
く
、
決
算
額
は
３

億
２
千
874
万
４
千
円
と

な
っ
た
も
の
の
、
額
面
に

し
て
約
２
億
９
千
600
万
円

の
商
品
券
が
購
入
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
が
利
用
さ
れ
た

た
め
、
地
域
の
消
費
喚
起

に
つ
な
が
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

※小数点第２位以下は四捨五入しています。

令和元年度一般令和元年度一般令和元年度一般

市が取得したプリオビル
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令和元年度決算

令
和
元
年
度
決
算
の

総
括
と
各
会
計
の
決
算

　

山
脇
前
市
長
が
実
施
し
た
４
Ｓ
の
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
を

行
う
と
と
も
に
、
プ
リ
オ
ビ
ル
の
取
得
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
、
保
育
園
の
環
境
対
策
の
推
進
な
ど
「
元
気
な
と
よ
か
わ　

子

育
て
に
や
さ
し
く　

人
が
集
う
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
に
も
着
手
し
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額
一 般 会 計 674億2,569万円 639億2,777万円

特
別
会
計

豊川西部土地区画整理事業 4億112万円 1億7,405万円
豊川駅東土地区画整理事業 6億3,678万円 4億4,520万円
公 共 駐 車 場 事 業 9,939万円 4,874万円
国 民 健 康 保 険 164億1,890万円 155億3,402万円
後 期 高 齢 者 医 療 24億475万円 23億9,132万円
土 地 取 得 1億9,086万円 1億8,939万円
一 宮 財 産 区 管 理 事 業 56万円 18万円
赤 坂 財 産 区 管 理 事 業 321万円 130万円
長 沢 財 産 区 管 理 事 業 500万円 225万円
萩 財 産 区 管 理 事 業 1,279万円 648万円

企
業
会
計

水 道 事 業
収 益 的 36億5,133万円 29億7,470万円
資 本 的 2億7,315万円 19億2,238万円

下 水 道 事 業
収 益 的 41億8,839万円 38億5,460万円
資 本 的 19億2,887万円 35億4,097万円

病 院 事 業
収 益 的 152億8,336万円 157億5,140万円
資 本 的 15億622万円 20億2,451万円

合 計 1,144億3,034万円 1,127億8,928万円

令和元年度各会計決算の状況

主な事業

※1万円未満は四捨五入しているため、必ずしも合計額は一致しません。

※1万円未満は四捨五入しています。

●防災センター整備事業

令和元年10月に竣工し、災害対策本部
機能及び災害対応体制を強化

8億624万円

●桜ヶ丘ミュージアム展示事業

「島田卓二、黒田清輝とその周辺」始め9
本の展覧会を開催

2,041万円

●保育環境対策事業

エアコン設置率の低い保育園13園の未
設置保育室各１室に設置

3,21８万円

●小坂井地域交流会館（仮称）整備事業

小坂井地区公共施設再編整備基本計画等
を踏まえ、建物の基礎工事を実施

5,624万円

●ワンコインがん検診事業（胃内視鏡検査）

胃内視鏡検査を新たに加え、受診しやす
い体制を整備

1,542万円

●小中学校環境改善対策事業

小学校５校のトイレ改修工事を実施し、
洋式化の推進及び多目的トイレの整備を
実施

1億7,388万円
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令和元年度決算

【基金（貯金）の５年間の推移】

【市債（借金）の５年間の推移】

※小数点第2位以下は四捨五入しています。 ＊平成28年4月1日 病院事業基金を設置

＊令和元年度より、公共下水道事業等が特別会計から企業会計へ移行※小数点第2位以下は四捨五入しています。

令和元年度一般会計決算の認定

※会派別賛否の状況については、７ページの議決状況の一覧でご確認ください。

反

対

賛

成

市
民
の
立
場
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
点
、

市
民
の
意
見
を
顧
み
な
い
点
が
あ
り
、
反
対
！

多
く
の
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
て
お
り
賛
成
！

　

元
年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
評
価
が
低
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
、
「
住
み
に
く
い
」

と
の
声
が
多
い
地
域
の
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
市
プ
ー
ル
は
、
廃
止
の
方
針
の
下
に
取
り
壊
し
の
設
計
が
予
算
計
上
さ

れ
解
体
中
だ
が
、
次
期
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
を
作
成
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
子
供
た
ち
が
あ
る
と
う
れ
し
い
施
設
の
一
番
は
市
プ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
夏
場

に
子
供
た
ち
が
水
泳
を
す
る
権
利
を
奪
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
の
市
民
の
意
見

を
顧
み
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
放
置
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
補
正
予
算
で
プ
リ
オ
ビ
ル
を
購
入
し
た
が
、
国
・
県
・
市
が
税
金
で

造
っ
た
ビ
ル
は
、
建
設
の
借
金
が
残
る
と
い
う
見
通
し
の
甘
い
も
の
で
、
清
算
の

た
め
に
税
金
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
に
つ
い
て
の
反
省
が
な
く
、
責
任
も
追
及
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
強
く
抗
議
し
、
反
対
す
る
。

　

元
年
度
決
算
は
過
去
最
大
規
模
と
な
っ
た
が
、
プ
リ
オ
ビ
ル
の
取
得
や
防
災
セ

ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
伴
い
、
増
加
す
る

社
会
保
障
関
係
費
へ
の
対
応
や
、
第
６
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
着
実
な
推

進
、
地
元
要
望
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
結
果
に
よ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
施
策
で
は
、
大
木
・
一
宮
西
部
保
育
園
の
統
合
、
小
学
校
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
の
推
進
、
防
災
対
策
で
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
や
三
河
臨
海
緑
地
避

難
用
高
台
の
整
備
、
社
会
福
祉
施
策
で
は
、
障
害
者
の
相
談
支
援
事
業
の
体
制
強

化
、
健
康
づ
く
り
で
は
、
ワ
ン
コ
イ
ン
が
ん
検
診
へ
の
胃
内
視
鏡
検
査
の
追
加
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
債
残
高
の
削
減
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
推
進
に
努
め
る
ほ
か
、
文
化
芸
術
や
社
会
教
育
に
触
れ
る
機
会
を
創
設
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
整
備
に
も
取
り
組
み
、
多
く
の
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
良
好
な
決
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

原案可決
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一般会計補正予算（第6号、第7号）

意見書の提出

全て
原案可決
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令和2年
9月定例会

９月定例会は、８月27日から９月24日までの29日間を会期として開かれ
ました。令和２年度一般会計補正予算を始めとした11議案のほか、令和
元年度各会計の決算認定14件、報告６件が提出されました。そのほか、
意見書２件が審議されました。また、18人が一般質問を行いました。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な

悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】　
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
大

臣
、内
閣
官
房
長
官
、総
務

大
臣
、財
務
大
臣
、経
済
産

業
大
臣
、経
済
再
生
担
当
大

臣
、ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
担
当
大
臣

【
意
見
の
要
旨
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
蔓ま
ん

延

し
、
わ
が
国
は
、
戦
後
最
大
の
経
済
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
及
び
、

本
年
度
は
も
と
よ
り
来
年
度
に
お
い
て
も
、
地
方

税
・
地
方
交
付
税
な
ど一般
財
源
の
激
減
が
避
け
が

た
く
な
って
い
る
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
医
療
介
護
、
子
育
て
、
地

域
の
防
災
・
減
災
、
雇
用
の
確
保
な
ど
喫
緊
の
財

政
需
要
への
対
応
は
じ
め
、
長
期
化
す
る
感
染
症
対

策
に
も
迫
ら
れ
、
地
方
財
政
は
巨
額
の
財
政
不
足

を
生
じ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年
度
地
方
財

政
対
策
及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
次
の
事
項

を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

１　

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方

税
、
地
方
交
付
税
な
ど
の一般
財
源
総
額
を
確
保

し
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
累
積
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
発
行
額
の
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
償

還
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

２　

地
方
交
付
税
に
つい
て
は
、
引
き
続
き
財
源
保

障
機
能
と
財
源
調
整
機
能
の
両
機
能
が
適
切
に

発
揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

３　

令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
の
大
幅
な
減
収
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
減
収
補
填
措
置
を
講
じ
、

減
収
補
填
債
の
対
象
税
目
に
つい
て
も
弾
力
的
に

対
応
す
る
こ
と
。

４　

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
に
努

め
、
政
策
税
制
は
整
理
合
理
化
を
図
り
、
新
設・

拡
充
・
継
続
は
有
効
性
・
緊
急
性
を
厳
格
に
判

断
す
る
こ
と
。

５　

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な

基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
に
影
響
す
る
見

直
し
は
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
問
わ
ず
、

断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

※議案審議の内容は抜粋したものです。詳しくは、議決状況の一覧またはホームページをご覧ください。	
　（右のＱＲコードよりアクセスできます。通信料は利用者負担です。）

○交通安全対策推進事業費（115万2千円追加）
　小学校入学時に配付する通学用ヘルメットについて、より安全性の高いものに拡
充するための経費として、消耗品費を追加するもの。

○児童発達支援事業費（1,928万9千円追加）
　児童発達支援センター（仮称）の令和３年度の開設に向けた準備に係る経費として、消耗品費、
ネットワーク配線委託料、改修工事費、事業用器具費を追加するもの。

○豊川産農産物普及推進事業費（119万4千円追加）★
　豊川産農産物の普及を推進するため、市内の小中学生を対象に、地元の花きを
使ったリモートアレンジフラワー教室を開催するための経費として、消耗品費、通信
運搬費、イベント開催委託料などを追加するもの。

○収入保険加入支援事業費補助金（2,000万円追加）★
　農業者に対し、収入保険の加入に必要となる保険料の一部などを支援する収入保険加入支援
事業費補助を追加するもの。

○都市公園維持管理費（3,108万5千円追加）
　弥五郎第二公園はじめ２５カ所の樹木伐採などのための樹木管理委託料や、向山公園のフェン
ス改修をはじめ２カ所の補修工事費などを追加するもの。

○予防接種事業費（4,125万円追加）★
　新型コロナウイルスとインフルエンザが同時流行する場合を見据え、高齢者等に対するインフル
エンザワクチンの予防接種費用の自己負担額分について支援するため、予防接種等委託料を追加
するもの。

○消耗品費及び事業用器具費（またはいずれか）を追加 ★
　マスク等の物品を購入するもの。 
児童クラブ1,850万円、利用者支援事業（基本型）15万円、公立保育所1,050万円、
交通児童遊園50万円、児童館550万円、子育て支援センター50万円、赤ちゃん訪問
事業・利用者支援事業（母子保健型）100万円、避難所490万7千円

本会議の状況

★：新型コロナウイルス感染症対策に関する事業

原案可決
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議決状況の一覧

大
規
模
災
害
に
対
す
る
備
え
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】　
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
大

臣
、財
務
大
臣
、総
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、内
閣
官
房

長
官
、国
土
強
靭
化
担
当
大

臣
、内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
防
災
）

【
意
見
の
要
旨
】

　

わ
が
国
で
は
近
年
、
地
震
、
台
風
、
豪

雨
等
の
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
、
本

市
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
災
害
に
い
つ
見
舞
わ
れ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。

　

政
府
は
令
和
２
年
７
月
に
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
０
」
を

閣
議
決
定
し
、
特
に
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
に
つ
い
て
、
国
・
地
方
自
治
体
等

が
一
致
団
結
し
取
組
を
強
力
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
後
も
必
要

・
十
分
な
予
算
を
確
保
し
、
災
害
に
屈
し

な
い
国
土
づ
く
り
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
地
域
強
靭
化
計
画
を
策
定

し
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
対
策
は
継

続
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
は
、
緊
急
対
策
終
了
後
も
、

予
算
・
財
源
を
安
定
的
に
確
保
し
、
地
方

整
備
局
及
び
河
川
国
道
事
務
所
・
出
張
所

の
人
員
や
体
制
の
維
持
・
充
実
を
図
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 公 明 共 産 無会派

64　２年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ 可決

報告10　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ― ― ― ― 報告

議 案 名 会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 公 明 共 産 無会派

65　２年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ 可決

66　２年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ 可決

67　２年度病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ 可決

68　市道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ 可決

69　市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ 可決

70　小学校教育用コンピュータ機器等の取得 ○ ○ ○ ○ 可決

71　中学校教育用コンピュータ機器等の取得 ○ ○ ○ ○ 可決

72　元年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ 可決

73　元年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ 可決

74　土地開発公社定款の変更 ○ ○ ○ ○ 可決

75　２年度一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ 可決

認定 １　元年度一般会計決算の認定 ○ ○ × ○ 認定

認定 ２　元年度東三河都市計画事業豊川西部土地区画整理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ 認定

認定 ３　元年度東三河都市計画事業豊川駅東土地区画整理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ 認定

認定 ４　元年度公共駐車場事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ 認定

認定 ５　元年度国民健康保険特別会計決算の認定 ○ ○ × ○ 認定

認定 ６　元年度後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○ ○ × ○ 認定

認定 ７　元年度土地取得特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ 認定

認定 ８　元年度一宮財産区管理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ 認定

認定 ９　元年度赤坂財産区管理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ 認定

認定10　元年度長沢財産区管理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ 認定

認定11　元年度萩財産区管理事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ 認定

認定12　元年度水道事業決算の認定 ○ ○ × ○ 認定

認定13　元年度下水道事業決算の認定 ○ ○ × ○ 認定

認定14　元年度病院事業決算の認定 ○ ○ ○ ○ 認定

報告11　元年度一般会計継続費の精算 ― ― ― ― 報告

報告12　豊川市土地開発公社の元年度事業報告 ― ― ― ― 報告

報告13　豊川市開発ビル株式会社の経営状況 ― ― ― ― 報告

報告14　株式会社本宮の経営状況 ― ― ― ― 報告

報告15　公益財団法人豊川市国際交流協会の経営状況 ― ― ― ― 報告

報告16　公益社団法人豊川文化協会の経営状況 ― ― ― ― 報告

意見 １　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の
　　　　 確保を求める意見書の発議 ○ ○ ○ ○ 可決

意見 ２　大規模災害に対する備えの充実を求める意見書の発議 ○ ○ ○ ○ 可決

■7月臨時会

■9月定例会

○賛成・×反対

○賛成・×反対

未来―とよかわ未来（２１）　公明―公明党市議団（3）　共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―1人会派（４）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

未来―とよかわ未来（２１）　公明―公明党市議団（3）　共産―日本共産党豊川市議団（2）　無会派―1人会派（４）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

本会議の状況

原案可決

報告10については、報告のみで採決はありません。

報告11〜16については、報告のみで採決はありません。
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一 般 質 問

　議員が、市の行政全般にわたって、執行機関に対して事務の執行状況や将来に対する方針などを質問する
ことです。質問時間は、通常は議員１人当たり30分（答弁の時間を除く）ですが、９月定例会においては、
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として20分に短縮して行いました。質問方式は、一括方式(質問回数
３回)または一問一答方式(質問回数無制限)で行っています。

　ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですので、詳しくは、ホームページで公開するインターネット
中継（録画）、会議録をご覧ください。

一 般 質 問 と は？

建設整備が検討される消防署本署

「本市の救急活動体制」「消防署本署の建設整備」
「災害対策」
「新型コロナウイルス感染症における感染防止対策」 
「避難所における感染防止対策の強化等」
「本市における受動喫煙対策」
「ドローンを活用した新産業の集積」
「再生可能エネルギー施策」
「本市の市民協働推進施策」
「財務諸表から得られる情報の活用」
「市民病院における新型コロナウイルス感染症への対応状況」
「コロナ禍において影響を受けた子どもに対する本市の対応」
「押印の省略と行政事務のオンライン化」
「コロナ禍における高齢者への対策」「コロナ禍における DV 対策」
「市の所有する公園の開園後の運営管理」
「新型コロナ対策」「災害対策」
「イオンモール進出に関して、計画の凍結のお考え」「少人数学級推進のお考え」 
「コロナ『一律休校』での学校給食事業者への補償制度の活用」
「雨水対策」
「浸水想定区域への避難ビル指定」「本市における遊休農地対策及び集約化」
「防災・減災」「小中学校における新型コロナウイルス感染症対策」

柴田　輝明
早川　喬俊
井川　郁恵 

柴田　訓成
中村　浩之
奥澤　和行
星川　博文
堀内　重佳
佐々木和美
加藤　典子
倉橋　英樹
八木　月子
中村　直巳
安間　寛子
佐藤　郁恵 

冨田　　潤
太田　直人
遠山　　剛

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
救
急
活
動
の

課
題
は

柴
田
輝
明

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
救
急
活
動
の
課
題
は
。

【
答
】
個
人
防
護
品
の
不

足
や
職
場
内
で
濃
厚
接
触

者
等
が
発
生
し
た
場
合
の

消
防
力
の
維
持
が
課
題
。

全
て
の
事
案
で
防
護
品
の

着
装
に
細
心
の
注
意
を
払

う
た
め
、
現
場
到
着
時
間

が
0.5
分
前
後
遅
延
傾
向
で

あ
る
こ
と
も
課
題
。

【
問
】
４
月
に
発
足
し
た

消
防
署
本
署
建
設
検
討
委

員
会
の
検
討
内
容
は
。

【
答
】本
署
の
位
置
の
検
証
、

コ
ス
ト
面
、
活
動
面
、
機

能
面
を
含
め
適
切
な
施
設

配
置
を
考
慮
し
た
上
で
、

基
本
構
想
を
示
す
材
料
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】
消
防
本
部
が
考
え

る
現
時
点
で
の
優
良
地
は
。

【
答
】
現
在
の
消
防
署
本

署
の
位
置
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
建
設
に
向
け
て
の

方
針
、今
後
の
進
め
方
は
。

【
答
】
今
年
度
中
に
基
本

構
想
を
示
す
よ
う
進
め

る
。
３
年
度
に
基
本
計
画

を
策
定
し
、
４
・
５
年
度

で
基
本
設
計
・
実
施
設
計

を
行
い
、
６
年
度
に
建
設

工
事
に
取
り
か
か
り
た
い
。
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「第２次とよかわ健康づくり計画」の
啓発キャラクター
ケムケム煙太くん

本
市
の
目
指
す
避
難
所
運
営
の

在
り
方
は

早
川
喬
俊

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
対
応
は井

川
郁
恵

本
市
に
お
け
る
受
動
喫
煙
対
策
は

柴
田
訓
成

③ポピュレーションアプローチ
　集団全体に対して働きかけ、
集団全体のリスクを下げるため
に行う支援のこと。それに対し
て、疾患のリスクが高い人へ、
リスクを減らすように支援するこ
とをハイリスクアプローチとい
う。

①ファミリールーム
　国や県のガイドラインでは、感染防止対策の間仕切りやベッ
ドは段ボール製が基本だが、消毒に難があるとの指摘があり、
保管にも相当なスペースを要するため、市では、よりコンパク
トな収納と簡易な組み立てが可能な「ファミリールーム」とい
う名称のパーテーションを備えることとした。
②縁故避難
　分散避難（多様な避難形態）の一つで、自宅にリスクがある
場合、安全な親戚・知人宅に避難すること。分散避難では、「在
宅避難」、「縁故避難」、「避難所避難」の順で避難先を検討する。

一般質問

【
問
】
本
市
の
目
指
す
避

難
所
運
営
の
在
り
方
は
。

【
答
】
避
難
者
の
自
主
的

な
運
営
が
基
本
方
針
で
、

運
営
方
針
は
、
避
難
者
の

代
表
者
、
市
職
員
、
施
設

管
理
者
等
で
構
成
す
る
避

難
所
運
営
委
員
会
で
決

定
。
様
々
な
立
場
の
人
の

意
見
を
反
映
し
て
ル
ー
ル

を
定
め
、
協
力
す
る
。

【
問
】
対
策
等
を
検
討
す

る
会
議
な
ど
の
状
況
は
。

【
答
】
２
月
に
対
策
本
部
、

４
月
に
連
絡
調
整
会
議
を

設
置
。
ま
た
、
分
野
ご
と

の
対
策
の
検
討
等
を
行
う

班
を
編
成
し
、
市
全
体
で

対
応
す
る
体
制
を
整
え
た
。

【
問
】
今
後
の
第
３
波
や

秋
冬
に
備
え
て
の
対
応
は
。

【
答
】
季
節
型
イ
ン
フ
ル
エ

【
問
】
喫
煙
の
現
状
は
。

【
答
】
特
定
検
診
指
導
情

報
の
デ
ー
タ
分
析
で
は
、

習
慣
的
な
喫
煙
者
の
割
合

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

【
問
】
健
康
づ
く
り
や
保

健
対
策
を
所
管
す
る
保
健

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
地
域
の
禁
煙
意
識

の
底
上
げ
に
つ
な
げ
る
ポ

ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ

【
問
】
乳
幼
児
の
命
を
災

害
か
ら
守
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

を
含
む
粉
ミ
ル
ク
や
避
難

所
用
更
衣
室
兼
授
乳
室
等

を
備
蓄
し
て
い
る
。

【
問
】
国
産
の
液
体
ミ
ル

ク
を
備
蓄
す
る
考
え
は
。

【
答
】
市
の
備
蓄
品
の
賞

味
期
限
は
５
年
、
液
体
ミ

ル
ク
は
１
年
。
複
数
年
の

商
品
が
開
発
さ
れ
た
ら
備

蓄
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

【
問
】
自
主
防
災
会
に
対

す
る
各
種
防
災
関
係
対
策

補
助
支
援
は
。

【
答
】
資
機
材
等
購
入
費

補
助
等
が
あ
り
、
年
に
１

度
の
利
用
が
可
能
。ま
た
、

年
度
末
に
賞
味
期
限
を
迎

え
る
備
蓄
食
糧
や
飲
料
水

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

ン
ザ
の
流
行
時
期
と
重
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
保
健

所
や
医
師
会
と
連
携
を
密

に
し
て
体
制
を
整
え
る
。

【
問
】
避
難
所
に
配
備
す

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
と

エ
ア
ー
ベ
ッ
ド
の
内
容
は
。

【
答
】
23
・
24
年
度
に
公

的
福
祉
避
難
所
の
開
設
用

の
資
機
材
と
し
て
購
入
し

た
も
の
で
、
一
般
の
避
難

所
で
有
効
活
用
を
図
る
。

【
問
】
縁
故
避
難
に
つ
い

て
市
民
へ
の
周
知
は
。

【
答
】
分
散
避
難
の
実
施

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

有
効
な
対
策
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
と
よ
か
わ

安
心
メ
ー
ル
を
活
用
し
、

親
戚
・
知
人
宅
へ
の
避
難

な
ど
を
周
知
し
て
い
る
。

ー
チ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】
受
動
喫
煙
防
止
を

行
う
施
設
と
周
知
等
は
。

【
答
】
学
校
等
の
第
１
種

と
さ
れ
る
施
設
は
敷
地
内

が
、
第
２
種
と
さ
れ
る
多

数
の
利
用
者
が
利
用
す
る

施
設
の
う
ち
、
第
１
種
と

喫
煙
目
的
以
外
が
原
則
屋

内
禁
煙
。
市
民
へ
は
広
報

と
よ
か
わ
等
に
よ
り
周

知
。
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
全
施
設
が
対
策

を
整
え
た
と
確
認
し
た
。

【
問
】
今
後
の
禁
煙
対
策

の
考
え
方
は
。

【
答
】
啓
発
の
強
化
や
、

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

方
な
ど
に
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

な
ど
、
積
極
的
に
禁
煙
す

る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

③

①

②
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一般質問

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
新
産
業
の

集
積
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

中
村
浩
之

今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
促
進
の
取
り
組
み
は

奥
澤
和
行

本
市
の
市
民
協
働
推
進
施
策
に

つ
い
て

星
川
博
文

【
問
】
取
り
組
み
の
経
緯

は
。

【
答
】
元
年
度
に
地
元
経

済
界
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
、
普
及

に
関
し
官
民
が
連
携
し
て

取
り
組
む
準
備
会
を
設
置
。

本
年
度
に
東
三
河
ド
ロ
ー

ン
・
リ
バ
ー
構
想
推
進
協

議
会
の
設
立
と
な
っ
た
。

【
問
】
協
議
会
の
組
織
は
。

【
問
】
太
陽
光
発
電
に
関

す
る
助
成
制
度
、
住
宅
へ

の
設
置
基
数
の
状
況
は
。

【
答
】
補
助
単
価
は
、
今

年
度
か
ら
市
長
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
よ
り
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
２
万
円
に
増
額
。

設
置
基
数
は
、
平
成
20
年

度
末
の
648
基
が
令
和
元
年

度
末
に
７
千
716
基
に
増
加
。

住
宅
総
数
に
対
す
る
普
及

【
問
】
市
民
活
動
に
対
す

る
関
心
や
参
加
状
況
は
。

【
答
】
市
民
意
識
調
査
で

は
、
関
心
が
希
薄
化
傾
向

で
、
若
年
層
は
関
心
が
低

く
、未
参
加
も
多
い
。き
っ

か
け
や
機
会
が
な
い
と
感

じ
て
い
る
市
民
も
多
く
、

広
く
周
知
が
必
要
。

【
問
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
適

性
診
断
シ
ー
ト
の
内
容
は
。

【
答
】
物
流
、作
業
省
力
化
、

災
害
対
応
分
野
の
三
つ
の

研
究
会
を
設
置
し
、
重
点

施
策
と
し
て
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

【
問
】
取
り
組
み
の
工
程

と
進
捗
管
理
は
。

【
答
】
元
年
度
末
に
認
定

を
受
け
た
地
域
再
生
計
画

に
よ
る
５
年
間
を
期
間
と

し
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
、

進
捗
評
価
を
行
う
。

【
問
】
目
指
す
姿
は
。

【
答
】
圏
域
を
豊
川
・
新

城
市
か
ら
東
三
河
へ
拡
大

さ
せ
、
河
川
上
空
等
を
活

用
し
た
、
ド
ロ
ー
ン
エ
ア

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
が
理
想
と
考
え
る
。

ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式

に
対
応
し
た
取
り
組
み
の

可
能
性
も
期
待
さ
れ
る
。

率
は
8.3
％
。

【
問
】
今
後
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
の

取
り
組
み
は
。

【
答
】
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
と
蓄
電
池
等
を
一
体

的
に
導
入
で
き
る
補
助
制

度
等
を
拡
充
す
る
。
自
家

消
費
が
主
流
に
な
る
と
想

定
し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
支
援
す
る
。

【
問
】
電
気
自
動
車
等
を

併
用
し
、
電
気
を
供
給
で

き
る
シ
ス
テ
ム
に
対
し
補

助
制
度
を
設
け
る
考
え
は
。

【
答
】
気
候
変
動
に
よ
り

激
甚
化
す
る
災
害
に
適
応

す
る
こ
と
も
重
要
。
気
候

変
動
へ
の
影
響
の
把
握
や

予
測
を
行
い
、
適
応
策
の

検
討
な
ど
を
実
施
す
る
中

で
、
検
討
し
て
い
く
。

【
答
】
イ
エ
ス
・
ノ
ー
形

式
の
シ
ー
ト
で
、
参
加
の

き
っ
か
け
づ
く
り
が
目
的
。

イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
し
、

効
果
的
に
活
用
で
き
た
。

【
問
】若
年
層
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
講
座
の
内
容
、
実

績
、
課
題
は
。

【
答
】
行
政
等
の
事
業
と

体
験
希
望
の
若
者
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
る
講
座
で
、

２
年
度
は
54
名
が
参
加
。

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
拓
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
市
民
協
働
推
進
計

画
の
施
策
の
進
捗
管
理
と

評
価
は
。

【
答
】
市
民
協
働
推
進
委

員
会
に
報
告
し
、
施
策
ご

と
に
評
価
を
得
て
結
果
を

公
表
。
目
標
指
標
の
達
成

度
は
、
お
お
む
ね
順
調
。

８月１日に設立総会が行われた

ボランティア体験講座の様子
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一般質問

財
務
諸
表
を
中
長
期
的
な
財
政
運
営
に

活
用
す
る
考
え
は堀

内
重
佳

市
民
病
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
状
況
は

佐
々
木
和
美

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
影
響
を
受
け
た

子
ど
も
に
対
す
る
対
応
は

加
藤
典
子

【
問
】
財
務
諸
表
を
中
長

期
的
な
財
政
運
営
に
活
用

す
る
考
え
は
。

【
答
】
先
進
市
の
活
用
状

況
を
研
究
し
、
積
極
的
な

活
用
方
法
を
検
討
す
る
。

【
問
】
コ
ス
ト
や
ス
ト
ッ

ク
情
報
を
有
効
活
用
す
る

考
え
は
。

【
答
】
将
来
に
わ
た
り
健

全
な
財
政
運
営
を
維
持
す

【
問
】
陽
性
者
等
の
受
け

入
れ
体
制
と
取
り
組
み
は
。

【
答
】
病
床
は
陽
性
患
者

８
床
、
疑
い
患
者
４
床
。

全
医
師
が
陽
性
患
者
の
診

療
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、

４
名
１
班
の
対
策
チ
ー
ム

を
編
成
、
１
週
間
単
位
で

診
療
す
る
体
制
を
構
築
。

【
問
】
院
内
に
お
け
る
感

染
防
止
対
策
は
。

【
問
】
登
園
自
粛
に
よ
る

保
育
料
の
減
額
内
容
は
。

【
答
】
自
粛
日
数
に
応
じ

日
割
り
で
減
額
し
、
精
算
。

【
問
】
夏
休
み
期
間
の
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
は
。

【
答
】
朝
か
ら
の
開
所
日

数
が
実
質
８
日
間
と
な
り
、

他
の
月
と
同
額
と
し
た
。

【
問
】
小
中
学
校
に
お
い

て
、
履
修
す
べ
き
内
容
が

る
た
め
に
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
本
市
の
課
題
を

抽
出
し
、
活
用
分
野
等
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】
固
定
資
産
台
帳
の

整
備
に
お
け
る
課
題
は
。

【
答
】
情
報
の
正
確
性
向

上
と
そ
の
維
持
と
認
識
し

て
い
る
。
引
き
続
き
適
切

か
つ
継
続
的
な
管
理
方
法
、

効
率
化
等
を
検
討
す
る
。

【
問
】
財
務
諸
表
の
活
用

や
人
材
育
成
の
目
標
、
工

程
計
画
作
成
の
考
え
は
。

【
答
】
作
成
は
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。
３
年
度
の

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、

事
業
別
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
等
の
作
成
を
検
討
す
る
。

職
員
研
修
も
、
引
き
続
き

対
象
者
を
広
げ
て
進
め
る
。

【
答
】
来
院
者
へ
の
サ
ー

マ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
温
、

救
急
外
来
で
の
疑
い
患
者

へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
病
棟

で
の
着
替
え
等
受
け
取
り

時
間
の
制
限
な
ど
を
行
い
、

医
師
の
判
断
に
よ
る
電
話

診
療
も
実
施
し
て
い
る
。

【
問
】
手
術
や
里
帰
り
出

産
に
係
る
対
応
は
。

【
答
】入
院
２
週
間
前
と
２
、

３
日
前
に
抗
体
検
査
を
実

施
す
る
運
用
を
始
め
、
７

月
以
降
は
通
常
対
応
。

【
問
】
医
療
機
器
の
状
況
、

職
員
の
主
な
処
遇
改
善
は
。

【
答
】
陽
性
患
者
の
重
症

化
を
想
定
し
、
エ
ク
モ
１

台
を
導
入
。
疑
い
患
者
と

接
し
た
医
師
、
看
護
師
等

に
対
し
、
１
日
４
千
円
を

手
当
て
す
る
こ
と
と
し
た
。

学
年
内
で
終
え
ら
れ
る
か
。

【
答
】
試
算
で
は
、
年
間

授
業
時
数
に
近
い
授
業
時

数
を
確
保
で
き
る
見
通
し
。

【
問
】
修
学
旅
行
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
旅
行
先
を
、
中
学

校
は
東
京
方
面
か
ら
変
更
、

小
学
校
は
京
都
、
奈
良
を

計
画
。
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は

関
係
課
と
相
談
し
て
い
る
。

【
問
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器

の
活
用
方
法
は
。

【
答
】
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
で
整
備
さ
れ
る
端

末
の
有
効
活
用
の
た
め
、

周
辺
機
器
な
ど
の
導
入
の

検
討
が
必
要
。
ま
た
、
臨

時
休
業
期
間
等
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
実
施

等
を
計
画
に
盛
り
込
む
。

AI サーマルカメラによる検温

④ＧＩＧＡスクール構想
※ GIGA=Global	and	Innovation	Gateway	for	All の略
　子供たちの個性に合わせた教育ＩＣＴ環境の
実現のため、１人１台端末と高速大容量の通信
ネットワークなどを整備する５年間の計画。新
型コロナウイルス感染症拡大の影響による臨時
休業の長期化を踏まえ、文部科学省は令和５年
度までに達成するとされている本構想を加速、
前倒しするとした。

④
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一般質問

押
印
の
省
略
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は

倉
橋
英
樹

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者

及
び
Ｄ
Ｖ
対
策
は八

木
月
子

市
の
所
有
す
る
公
園
の

開
園
後
の
運
営
管
理
は

中
村
直
巳

【
問
】
押
印
の
省
略
に
つ

い
て
の
検
討
状
況
は
。

【
答
】
平
成
７
年
度
に
内

部
組
織
で
あ
る
申
請
書
等

へ
の
押
印
見
直
し
検
討
委

員
会
を
設
置
し
議
論
し
た
。

委
員
会
の
報
告
を
踏
ま
え
、

判
断
基
準
を
定
め
、
８
年

度
に
事
務
の
一
部
で
省
略

を
実
施
し
た
。

【
問
】
今
後
の
考
え
方
は
。

【
問
】
情
報
を
得
る
機
会

が
減
っ
て
い
る
高
齢
者
へ

の
今
後
の
発
信
方
法
は
。

【
答
】
適
切
な
感
染
対
策

に
よ
り
不
安
を
和
ら
げ
、

交
流
機
会
の
増
加
を
図
る
。

ま
た
、
い
き
い
き
元
気

メ
ー
ル
へ
の
登
録
を
進
め
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
と
連
携
し

て
発
信
を
強
化
し
た
い
。

【
問
】
Ｄ
Ｖ
相
談
事
業
の

【
問
】
市
所
有
の
都
市
公

園
の
管
理
体
制
は
。

【
答
】
総
合
公
園
で
あ
る

赤
塚
山
公
園
は
、
ぎ
ょ

ぎ
ょ
ラ
ン
ド
等
で
の
飼
育

の
専
門
性
な
ど
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
。

そ
の
他
の
都
市
公
園
は
、

基
本
的
に
地
元
町
内
会
等

の
団
体
に
委
託
し
て
い
る
。

【
問
】
三
明
公
園
の
管
理

【
答
】
改
め
て
全
庁
的
に

判
断
基
準
の
周
知
を
行
い
、

基
準
に
即
し
た
見
直
し
な

ど
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま

た
、
近
隣
市
等
の
状
況
を

踏
ま
え
、
判
断
基
準
の
見

直
し
の
要
否
を
検
討
す
る
。

【
問
】
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
電
子
決
裁

の
状
況
は
。

【
答
】
令
和
元
年
度
の
文

書
で
は
、
25.6
％
で
あ
っ
た
。

【
問
】
電
子
決
裁
の
利
用

率
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

【
答
】
国
の
書
面
規
制
、

押
印
、
対
面
規
制
の
見
直

し
の
通
知
を
踏
ま
え
る
と
、

電
子
決
裁
の
利
用
率
の
向

上
が
必
要
で
あ
り
、
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
利
用
促

進
を
図
る
。

実
施
状
況
は
。

【
答
】
２
年
度
よ
り
新
た

な
相
談
日
を
設
定
、
１
回

の
時
間
を
10
分
短
縮
し
、

枠
を
月
６
回
か
ら
12
回
と

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
期

間
は
、
原
則
と
し
て
電
話

相
談
に
変
更
し
て
行
っ
た
。

【
問
】
特
別
定
額
給
付
金

事
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
被
害

者
へ
の
措
置
制
度
の
概
要
、

周
知
等
の
対
応
状
況
は
。

【
答
】
避
難
事
例
の
う
ち
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
、

申
し
出
た
場
合
、
世
帯
主

で
な
く
て
も
居
住
す
る
市

町
村
か
ら
受
給
で
き
る
と

い
う
も
の
。
関
係
部
署
を

通
じ
て
個
別
案
内
を
行
い
、

事
前
申
し
出
期
間
以
降
も

随
時
、
申
出
書
の
受
け
付

け
、
給
付
を
実
施
し
た
。

体
制
と
課
題
は
。

【
答
】
新
屋
町
内
会
が
管

理
し
、
清
掃
等
を
行
っ
て

い
る
。
施
設
が
特
徴
的
で

充
実
し
て
お
り
、
多
く
の

利
用
者
が
あ
る
が
、
犬
の

ふ
ん
や
ご
み
の
放
置
、
火

気
の
使
用
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
等
、
一
部
利
用
者
の
マ

ナ
ー
の
悪
化
も
見
ら
れ
る
。

【
問
】
三
明
公
園
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
の
考
え
は
。

【
答
】
防
犯
対
策
と
し
て

有
効
で
あ
り
、
都
市
公
園

に
適
切
に
配
置
す
る
設
置

基
準
等
の
調
査
研
究
を
始

め
て
い
る
。
三
明
公
園
は

比
較
的
大
き
な
規
模
の
近

隣
公
園
で
、
駅
に
近
い
立

地
、
来
訪
者
の
多
さ
を
考

慮
す
る
と
、
設
置
効
果
が

高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

⑤都市公園
　都市公園法に基づく公園等で、国や自
治体が設置する。その機能や目的、利用
対象等によりさらに分類され、市民の休
息、鑑賞、散歩など総合的な利用を目的
とした総合公園、250 メートル程度の範
囲の街区居住者が対象である街区公園、
500 メートル程度の範囲の近隣居住者が
対象である近隣公園などがある。

⑤
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一般質問

防
疫
目
的
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を

大
規
模
に
実
施
す
る
考
え
は

安
間
寛
子

イ
オ
ン
モ
ー
ル
側
と
の
協
議
状
況
は

佐
藤
郁
恵

道
路
冠
水
な
ど
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て

冨

田　

潤

【
問
】
防
疫
目
的
と
し
て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
大
規
模

に
実
施
す
る
考
え
は
。

【
答
】
感
染
リ
ス
ク
の
高

い
施
設
職
員
な
ど
に
対
す

る
大
規
模
な
実
施
は
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
避
難
所
指
定
の
学

校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
考
え
は
。

【
答
】
必
要
性
は
認
識
し

【
問
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
側

と
の
協
議
状
況
は
。

【
答
】
周
辺
道
路
の
整
備

な
ど
を
継
続
的
に
協
議
し

て
い
る
。
計
画
の
見
直
し

の
連
絡
は
受
け
て
お
ら
ず
、

開
業
は
早
く
て
令
和
４
年

度
下
期
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
子
供
の
心
の
ケ
ア
の
必

要
性
の
認
識
は
。

【
問
】
年
間
計
画
を
立
て

て
、
道
路
側
溝
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
を

行
う
考
え
は
。

【
答
】
町
内
会
か
ら
の
要

望
等
に
基
づ
き
、
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
対
応
す
る

と
い
う
考
え
で
行
っ
て
い

る
。

【
問
】
近
年
、
下
水
道
基

本
計
画
の
計
画
降
雨
量
で

あ
る
１
時
間
あ
た
り
50 

mm

て
い
る
が
、
改
修
計
画
な

ど
の
優
先
順
位
、
財
政
的

負
担
を
考
慮
し
、
近
々
設

置
す
る
予
定
は
な
い
。

【
問
】
風
水
害
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
体
育
館
の
雨

漏
り
修
繕
の
状
況
は
。

【
答
】
一
宮
東
部
小
学
校

は
対
応
済
み
。
一
宮
西
部

小
学
校
は
、
進
行
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

改
修
の
優
先
度
を
上
げ
た
。

今
後
、
詳
細
な
工
法
や
改

修
時
期
を
検
討
す
る
。

【
問
】
霞か
す
み
て
い堤
地
区
を
特
別

地
区
に
指
定
し
、
水
害
時

の
農
業
補
償
の
考
え
は
。

【
答
】
特
別
地
区
に
指
定

し
、
補
償
す
る
考
え
は
な

い
。
農
業
共
済
事
業
を
活

用
し
、
個
々
に
備
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
答
】
今
ま
で
以
上
に
必

要
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
新
し
い
生
活
様
式

で
人
と
人
と
の
距
離
を
空

け
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

学
校
の
教
室
で
は
叶
わ
な

い
矛
盾
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
答
】
席
を
広
げ
可
能
な

限
り
身
体
的
距
離
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

広
め
の
教
室
へ
移
動
す
る

等
の
工
夫
も
し
て
い
る
。

【
問
】
少
人
数
学
級
推
進

の
考
え
方
は
。

【
答
】
推
進
に
は
、
義
務

標
準
法
の
改
正
、
教
員
数

の
増
加
な
ど
が
必
要
で
あ

る
。
課
題
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
引
き
続
き
教
育
長
会

を
通
じ
国
県
へ
要
望
し
て

い
く
。
ま
た
、
国
の
動
向

も
注
視
し
て
い
く
。

を
超
え
た
回
数
は
。

【
答
】
平
成
27
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
３
日
間
あ
り
、
観
測

点
別
で
は
、
消
防
署
で
１

回
、
西
分
署
で
３
回
の
合

計
４
回
あ
っ
た
。

【
問
】
雨
水
管
理
総
合
計

画
を
策
定
し
、
雨
水
管
理

を
計
画
的
に
進
め
る
必
要

性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
現
時
点
で
は
、ハ
ー

ド
対
策
と
し
て
、
排
水
が

う
ま
く
機
能
し
な
い
箇
所

を
限
定
し
、
雨
水
浸
透
施

設
の
設
置
や
貯
留
施
設
の

検
討
を
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、

内
水
氾
濫
に
対
応
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

⑥義務標準法
　公立義務教育諸学校の学級編
制及び教職員定数の標準に関す
る法律の略称。公立小中学校の
学級編制と教職員の定数の標準
について必要な事項を定め、義
務教育水準の維持向上を目的と
した法律。

道路側溝の浚
しゅんせつ

渫作業

⑥



令
和

議会だより No.195　14

市議会を見るには
本会議については、インターネットで
ライブ中継及び録画中継を行っていま
すので、ご利用ください。

▲本会議の様子は、市役所ロビー
（本庁舎１階）のモニター中継
で見ることもできます。

※左のQRコード
からアクセス
できます。
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洪
水
避
難
ビ
ル
の
指
定
の
実
績
と

考
え
方
は

太
田
直
人

避
難
所
に
お
け
る
今
後
の

感
染
症
対
策
は

遠

山　

剛

一般質問

【
問
】
洪
水
避
難
ビ
ル
の

指
定
の
実
績
と
考
え
方
は
。

【
答
】
実
績
は
な
い
。
下

郷
地
域
内
の
建
物
で
、
３

階
建
て
以
上
の
東
部
小
学

校
と
天
王
小
学
校
の
指
定

を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

【
問
】
民
間
施
設
を
洪
水

避
難
ビ
ル
と
す
る
考
え
は
。

【
答
】
適
し
た
施
設
が
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
募

【
問
】
避
難
所
に
お
け
る

今
後
の
感
染
症
対
策
は
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
一
人
に
つ
き
お
お
む

ね
４
平
方
メ
ー
ト
ル
確
保

の
目
安
が
あ
り
、
避
難
者

が
30
人
以
上
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
小
学
校
の
体
育

館
を
随
時
追
加
開
設
す
る
。

【
問
】
避
難
所
に
行
か
ず

に
済
む
自
助
・
共
助
は
。

集
要
項
に
よ
る
募
集
、
協

定
締
結
等
の
方
法
を
検
討
。

【
問
】
遊
休
農
地
等
対
策

の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
豊
川
市
耕
作
放
棄

地
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、

復
旧
に
要
す
る
経
費
へ
の

補
助
金
交
付
や
、
農
地
情

報
バ
ン
ク
に
お
い
て
、
ひ

ま
わ
り
農
協
と
の
連
携
に

よ
る
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
等
を
実
施
し
て
い
る
。

【
問
】「
行
明
町
乙
下
り
松

地
区
」
の
よ
う
な
農
振
農

用
地
外
の
農
地
に
対
す
る

集
約
化
の
考
え
方
は
。

【
答
】
地
域
の
話
し
合
い

に
よ
り
、
担
い
手
や
新
規

就
農
者
へ
の
集
約
化
の
方

針
が
ま
と
ま
れ
ば
、
遊
休

農
地
化
を
防
ぐ
面
で
必
要

と
考
え
る
。

【
答
】
耐
震
診
断
・
補
強
、

家
具
転
倒
防
止
等
の
対
策

や
、
自
主
防
災
会
活
動
費

補
助
を
活
用
し
た
資
機
材

の
購
入
な
ど
が
あ
る
。

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
教
職

員
に
加
わ
っ
た
業
務
は
。

【
答
】
児
童
生
徒
の
丁
寧

な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
、
授

業
に
関
す
る
指
導
計
画
の

組
み
直
し
、
行
事
計
画
の

変
更
と
そ
の
た
め
に
必
要

な
会
議
な
ど
が
あ
る
。

【
問
】
教
職
員
の
多
忙
化

改
善
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
コ
ロ
ナ
禍
で
も
教

員
が
疲
弊
せ
ず
、
健
康
で

あ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。
国
や
県
の
動
向
を

踏
ま
え
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
改
定
し
、
引
き
続
き
改

善
を
進
め
た
い
。

⑦ガイドライン
　市教育委員会が平成 29 年に策定した
「豊川市教職員多忙化改善ガイドライン
2017」のことで、「在校時間管理の適正
化」「業務改善」「部活動にかかわる負担
軽減」の取り組みを進めてきた。国や県
の多忙化解消の方向を踏まえ、今年度改
定予定である。

⑦
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委員会の開催状況

総
務
委
員
会

市
民
文
教
委
員
会

９
月
９
日

９
月
10
日

付
託
議
案
審
査

所
管
事
務
調
査

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

地
域
公
共
交
通
会
議
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
74
号
議
案

　

豊
川
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更

地
域
公
共
交
通
会
議
の
検
討
状
況

【
問
】
公
社
の
役
員
の
状
況
、
理
事
会
の

開
催
時
期
な
ど
運
営
状
況
は
。

【
答
】
現
在
の
理
事
の
数
は
13
名
。
通

常
、
５
月
に
前
年
度
決
算
、
３
月
に

次
年
度
の
予
算
を
議
題
と
し
て
年
に

２
回
開
催
し
て
い
る
。

【
問
】
「
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
理
事
会
に
出
席
し
な
い
理

事
に
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
を

認
め
る
場
合
」
と
は
。

【
答
】
自
然
災
害
等
に
よ
り
、
会
場
に

参
集
す
る
こ
と
が
物
理
的
に
困
難
な

事
態
が
発
生
し
て
い
る
状
況
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
会
議
等
の
開
催
の
自
粛
が
求
め

ら
れ
て
い
る
事
態
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。

【
問
】
電
磁
的
方
法
を
加
え
ず
、
書
面
の

み
と
し
た
理
由
は
。

【
答
】
電
子
メ
ー
ル
な
ど
の
活
用
に
つ
い

て
も
、
今
後
の
生
活
様
式
の
変
化
な

ど
を
勘
案
し
、
検
討
す
る
。

【
問
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
収
支
率

が
目
標
値
に
達
し
て
い
な
い
状
況
だ

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
個
別
路
線
の
評
価
の
ま
と
め
を
行

い
、
現
在
の
経
費
の
範
囲
内
を
基
本

に
運
行
本
数
の
増
加
、
乗
り
継
ぎ
利

便
性
の
確
保
等
の
改
善
を
進
め
る
。

【
問
】
今
後
の
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
考
え

方
は
。

【
答
】
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
の
妨

げ
と
な
っ
た
利
用
条
件
を
明
ら
か
に

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
地
域

公
共
交
通
会
議
で
示
し
、
実
証
実
験

運
行
の
ま
と
め
と
し
、
次
期
計
画
を

策
定
す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
次
期
計
画
の
将
来
像
の
考
え
方

は
。

【
答
】
将
来
像
を
「
様
々
な
手
段
と
主

体
が
連
携
し
た
持
続
的
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し
、
住
み
よ
く
、

移
動
し
や
す
い
ま
ち
、
豊
川
市
」
と

し
、
公
共
交
通
、
自
家
用
輸
送
等
の

連
携
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
効
率
的
な
運
行
等
を
目
指
す
。

書面による議決を可能とするため、定款を変更

次期地域公共交通網形成計画策定に向けて

その他に開催された委員会

○７月22日　福祉委員会 
令和２年度国民健康保険料

○９月23日　政策課題調査特別委員会 
豊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略 
第６次豊川市総合計画

陳　　情

結果

結果

陳情第１号

陳情第2号

陳情第１号は、産業建設委員会において、不採択と決定。

陳情第２号は、市民文教委員会において、趣旨採択と決定。

豊川市赤坂台４８０番１０地先市道赤坂台２５号線に関する陳情
陳情者　村上　　智

私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差を是正するために市町村独自の授業料助成
制度を維持し、拡充を求める陳情

陳情者代表　権田　真里
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市議会の傍聴自粛について
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及び傍聴される
皆様の健康を守る観点から、当面の間、議会で開催される会
議の傍聴は、できる限り控えてくださいますようお願いいた
します。
　なお、本会議については、インターネットでライブ中継及
び録画中継を行っていますので、ご利用ください。（14ペー
ジにQRコードを掲載しています。）

問い合わせ先：議会事務局0533-89-2150

議会だよりの議会だよりの
表紙写真募集表紙写真募集

議会だよりの有料広告を募集しています！

令和２年第４回定例会

広告

　議会だよりの表紙に写真を掲載してみ
ませんか。
　保育園・小中学校の行事や各種イベント
など、市内で撮影された写真（未発表の
ものに限ります。）を広く募集しています。
　なお、撮影された本人または対象物の
所有者の承諾が得られているものに限り
ます。
　また、お寄せいただいた写真は、表紙
以外の箇所に掲載させていただくことが
あります。

【応募方法】
　題名、撮影場所、撮影年月日、住所、氏名、
電話番号を明記の上、議会事務局までお
送りください。（直接持ち込み可）
e-mail　gikai@city.toyokawa.lg.jp

発行／豊川市議会　編集／議会だより編集委員会　
お問い合わせ先／豊川市議会事務局　
〒４４２－８６０１　豊川市諏訪１丁目１番地　電話０５３３－８９－２１５０

豊川市のホームページで
「議会だより」がご覧になれます
豊川市議会だより 検索

財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは直接広告主へ。

会期日程予定

11月 30日（月） 開会・議案説明 13時30分

12月 4日（金） 一般質問 10時

12月 7日（月） 一般質問 10時

12月 8日（火） 一般質問 10時

12月 10日（木） 議案付託・一部採決 13時30分

12月 14日（月） 常任委員会（議案審査）10時

12月 15日（火） 常任委員会（議案審査）10時

12月 17日（木） 討論・採決・閉会 13時30分

日程は変更になることもありますので、詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

次回の
市議会

掲 載 料

応 募 締 切

応 募 方 法

１枠１号20,000円（２月１日号）

令和2年11月13日（金）

豊川市ホームページの「市議会ホームペー
ジ」に応募方法を掲載しています。申込書
等をダウンロードし、必要事項をご記入い
ただき、議会事務局へご持参ください。 
また、議会事務局でも申込書等を配布し
ます。

スマートフォンなどへ、豊川市議会だより
を配信しています。

左のQRコードからアクセスできます。
※通信料は利用者負担です。

豊川市議会公式 Facebook

豊川市議会公式Facebook

市議会の活動をより身近に
感じていただけるよう、議
長の公務の様子や本会議、
委員会の内容などを、写真
を交えて発信しています。

上のQRコードから
アクセスできます。
※通信料は利用者
負担です。


